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 要 旨 
目的： 
大学生における飲酒運転(DAD)は，他の年代や同年代の大学生以外の者に比べて，重大な

公衆衛生課題である。 
方法： 
対象は 2 施設の大学生 3753 人 (女性 65%，白人 58%)とし，飲酒運転の潜在的な予測因

子について調査を実施した。 
結果： 
回答者の 19.1%が 3 杯以上の飲酒後に運転し、8.6%が過去 3 か月に 5 杯以上の飲酒後に

運転した。ロジスティック回帰モデルを用いた解析の結果，男性，男子寮生または女子寮

生，アルコール依存症の家族歴がある，中等度または多量飲酒者（少量飲酒者に比べて），

飲酒運転の自己承認，性的および攻撃性へのアルコールへの期待が，独立して飲酒運転に

関連していた。 
結論： 
これらの結果は、大学生の飲酒習慣について現在の理解をさらに広げ，予防戦略の意味

を提供した。またリスクの高いサブグループをターゲットに加え，飲酒運転の自己承認と

アルコールに関連した期待（特に攻撃性とセクシュアリティに関連するもの）の両方の低

下に焦点を合わせた，飲酒運転に関する介入を方向づけることができるかもしれない。 

 




